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～高山市デジタルなんでも相談会の実施を通して～
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⽇本の⾼齢化とデジタルデバイド
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コロナ感染症の流⾏

多くの⾼齢者がデジタル
を活⽤できない

⾮接触
⾮対⾯

⾏政⼿続きのデジタル化

はじめに



⾼齢者のデジタルデバイド解消に向けた取り組み
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デジタル活⽤⽀援事業

携帯ショップでの講習会
• 携帯ショップは契約させられる？
• 習得には繰り返し必要

より⾝近な場所・存在に相談できる
体制作りが必要

はじめに



⽬的：⾼齢者のICT 利活⽤の地域⽀援体制の構築
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⾃治体

地域の担い⼿

選定・管理
⽀援の依頼 実施の報告

研究の⽬的

地域の⾼齢者

広報・予約

⽀援の実践

相談会の実施



本研究での⽀援体制
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⾃治体

名古屋⼤学

地域の⾼齢者
⾼齢者の
デジタル
活⽤の現状

相談会の形式
⽀援の提案

広報・予約

⽀援の実践

相談会の実施

研究の⽬的



⾼⼭の現状
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⾼齢化率

全国平均 29.1%
• ⾼⼭ 31.8%
• 荘川 42.9%
• ⾼根 68.2%⾼⼭市 33.4%

⾼齢化が進んでおり，
市街地から遠い地域でより進んでいる

研究の⽬的



⾼齢者のデジタルデバイド解消に向けた取り組み
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⾼齢者向け個別形式の
デジタルに関する相談会

• デジタル相談会の形式を
検討する

• 相談内容の調査

• 初⼼者への⽀援
• 地域で継続的な実施に向
けた取り組み

第1回 2021年11⽉

第２回 2022年7⽉

研究の⽬的



概要
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学⽣

地域の
⾼齢者

⽬的
デジタル相談会のあり⽅を
検討する
ü予約制
ü相談時間…60分
ü実施場所…⾼⼭市図書館煥章館

第1回相談会



事前予約
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お気軽にお越しください

デジタル 
なんでも 
相談会

スマホ・パソコンなどお持ちのデジタル機器の使い方を 
個別に相談できます。またスマートスピーカーやスマート 
ウォッチなど最新の情報機器を体験することもできます。 
スマホをお持ちの方はご持参ください。 
デジタルに不慣れな方・ご年配の方も気になることや 
困ったことを気軽に相談していただけます。 
皆さまお誘い合わせの上，ぜひご参加ください！ 
問合せ：高山市高年介護課　（TEL：0577-57-5200） 
主催　：高山市/名古屋大学安田・遠藤・浦田研究室

デジタルを活用したいシニアの方歓迎！！

令和３年　　　　(火・祝)
10:00~12:00 対象：65歳以上の高山市民

受付時間 ① 10:00～ 
② 11:00～

参加費：無料
定員：10組　1組2名まで

生涯学習ホール
（要予約，詳細は裏面）

高山市図書館 煥章館

広報
• チラシの設置
• メールの配信

予約
• 電話

内容に合わせて
担当者の割振や資料の作成

第1回相談会



事前予約
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メモ

• ⽇々の⽣活で⾒つかる
質問をメモにまとめて
こられている

事前予約により，忘れてしまう
デジタルに関する疑問を準備できる

第1回相談会



実施内容
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相談内容

解決⽅法

説明⽤紙

第1回相談会



結果
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気軽に参加でき，
住⺠に取り組みを知ってもらえる場

実施場所

• 参加者にとって⾝近な場所

• 相談会に⾶び⼊り参加した
⾼齢者もいた

第1回相談会



高山市 
デジタルなんでも 
相談会・体験会

令和４年

13:00~16:00 
(1組1時間)

65歳以上の
⾼⼭市⺠

⾼⼭市図書館 
「煥章館」 

1F ⽣涯学習ホール

問い合わせ　高山市役所高年介護課(TEL : 0577-57-5200) 
主催　高山市，名古屋大学 安田・遠藤・浦田研究室

15組 
1組2名まで

デジタルを活用したいシニア歓迎！！

スマホやパソコンなどお持ちのデジタル機器について個別で 
ご相談いただけます。またアプリや電⼦申請など便利な機能を 

体験することでもできます！

時間 対象 場所

定員

7
18 (月・祝)

参加費  
無料

①13:00〜(5組) 
②14:00〜(5組) 
③15:00〜(5組)

お気軽にお越しください

概要
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学⽣

地域の
⾼齢者

⽬的
体験会の実施と形式の検討
地域での継続的な実施に向
けた取り組み
ü体験会のコンテンツ選定
ü地域の担い⼿…職員による⽀援の実施

第2回相談会



実施内容
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体験会
スマホの新たな利⽤⽅をの
提案し，学⽣の⽀援のもと
実際に使ってもらう。

ü体験会のコンテンツ選定
ü作成資料の有⽤性

第2回相談会



実施内容
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体験会
スマホの新たな利⽤⽅をの
提案し，学⽣の⽀援のもと
実際に使ってもらう。

ü体験会のコンテンツ選定
ü作成資料の有⽤性

第2回相談会



実施内容
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職員

地域の
⾼齢者

学⽣によるオンラインの補助と
地域の担い⼿による⽀援の実施
職員が地域の⾼齢者の⽀援
を⾏う。Zoomで遠隔地から
学⽣が補助を⾏う。
üオンラインでの補助の有⽤性
ü地域の担い⼿…職員による⽀援の実施

オンライン
の補助

第2回相談会



結果

23

オンラインでの補助は活⽤の可能性あり

職員からコメント

良い評価
• オンラインの補助はあると嬉しい
課題
• 参加者のスマホの画⾯共有が
できないので情報共有が難しい

第2回相談会



まとめ
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実施要件

• 個別，事前予約
• 丁寧さ，わかりやす
さが重要

• 地域に合わせた実⽤
的なコンテンツ選定

• オンラインでの⽀援
も実施可能

• 専⾨的な⼈材以外で
も⽀援可能

相談会 体験会 支援と担い手

さいごに



まとめ
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今後に向けて

• 住⺠の⾝近な場所
• 情報アクセスを⽀援
する新たな活⽤事例

• 継続的な⽀援には⾝
近な担い⼿が必須

• 地元の⾼校⽣など

• 地域の担い⼿による
⽀援とビデオ通話を
⽤いた専⾨家の補助

実施場所 担い手 辺境地への支援

担い⼿⾼齢者

専⾨家が補助

担い⼿

さいごに


